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別紙 

１．様々なツールを活用した大雪時の事前広報と繰り返しの情報提供 

大雪が予想される時は、概ね３日前から関係機関と連携した事前広報（緊急発表）や記者発表、「不要

不急の外出の自粛」や「冬用タイヤ装着やチェーン携行等のお願い」などの協力の呼び掛けを行い、１日前

から通行止め実施の可能性のある区間、日時、広域迂回等の情報提供を繰り返し実施します。 

 

（１） 関係機関と連携した事前広報の実施 【３日前～】 

 ・国土交通省、気象庁等と連携した緊急発表を実施 

 ・記者発表や、コーポレートサイト上のお知らせ等で、「不要不急の外出の自粛」、「冬タイヤ装着やチェー

ン携行等のお願い」の広報を実施 

・ＣＭ等を活用した大雪予報時の出控えのお願い（大雪予報時には出控え編へ切替え） 

 

（２） 高速道路の通行止め予測区間の公表 【１日前～】 

・降雪見通しを踏まえ通行止め実施の可能性がある区間を公表 

・概ね６時間毎に最新の気象予測により情報を見直し繰り返し公表 

 

（３） 広域迂回情報提供 

・予防的通行止め実施時には、広域情報板や、コーポレートサイト、Ｔｗｉｔｔｅｒ等を活用し、広域迂回等の

情報提供を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関係機関と連携した広報（緊急発表） 

（事例：Ｒ３.１２.２４北陸地方整備局、ＮＥＸＣＯ東日本 新潟支社他） 

通行止め区間予測広報 

（事例：Ｒ３.１２.２５ ６時発表） 
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（４） 様々なツールを活用した情報発信 

・記者発表や、コーポレートサイトの他、Ｔｗｉｔｔｅｒ、ＬＩＮＥアカウント、物流事業者・荷主企業向け情報サイト、

ＣＭ（テレビ・ラジオ）、ＷＥＢ広告（Ｙｏｕｔｕｂｅ・バナー広告）、休憩施設内デジタルサイネージ、道路情報

板等、あらゆる情報提供ツールを活用し、出控え、通行止め予測、通行止め実施状況や解除見通し等

の情報提供を実施 

 

１） Ｔｗｉｔｔｅｒ 

・Ｔｗｉｔｔｅｒにおいて、通行止め予測、通行止め実施状況、解除見通し等の情報提供を実施 

ＮＥＸＣＯ東日本（道路防災情報）公式ツイッター ＠ｅ＿ｎｅｘｃｏ＿ｂｏｕｓａｉ 

ＮＥＸＣＯ東日本（北海道）公式ツイッター ＠ｅ＿ｎｅｘｃｏ＿ｈｏｋｋａｉｄｏ 

ＮＥＸＣＯ東日本（東北）公式ツイッター ＠ｅ＿ｎｅｘｃｏ＿ｔｏｈｏｋｕ 

ＮＥＸＣＯ東日本（関東）公式ツイッター ＠ｅ＿ｎｅｘｃｏ＿ｋａｎｔｏ 

ＮＥＸＣＯ東日本（新潟）公式ツイッター ＠ｅ＿ｎｅｘｃｏ＿ｎｉｉｇａｔａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｔｗｉｔｔｅｒを活用した広域迂回･通行止め解除見込み広報 

道路情報板を活用した広域迂回情報提供 

  

Ｔｗｉｔｔｅｒを活用した広域迂回情報提供 
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２） ＬＩＮＥ公式アカウント「ＮＥＸＣＯ東日本」 

・ＬＩＮＥ公式アカウントで、１１月１６日（水）からＮＥＸＣＯ東日本管内全域の冬道の情報配信を開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３） ドライブトラフィック（ドラとら） 

・高速道路の通行止め区間、気象予測、路面状況予測、気象実況、ライブカメラ画像などを掲載 

 

 

 
ドライブトラフィック（ドラとら） https://www.drivetraffic.jp 

 

ＬＩＮＥ公式アカウント「ＮＥＸＣＯ東日本」 

https://www.drivetraffic.jp/
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４） 高速道路情報提供サイト 

・高速道路会社が共同で、株式会社ウェザーニューズと連携し、「高速道路の情報提供サイト」をオープ

ンし、大雪の際のドライブプランの検討に役立つ情報を提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５） マンモシ博士 冬の高速道路ガイド 

・ＮＥＸＣＯ東日本のドライバー向けＷｅｂサイト「ドラぷら」のコンテンツ「マンモシ博士 冬の高速道路ガイ

ド」にて北海道、東北、関東、新潟それぞれの気象概況や安全チェックポイントマップなどをお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
マンモシ博士 冬の高速道路ガイド https://www.driveplaza.com/special/manmoshi/ 

高速道路情報提供サイト https://ex-ssw.com 

 

https://www.driveplaza.com/special/manmoshi/
https://ex-ssw.com/
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 ６） ＣＭ広報 

・冬用タイヤの準備、冬道の安全運転、情報確認に関する呼び掛けＣＭ 

・大雪予報時の出控えのお願いＣＭ（大雪予報時には出控え編へ切替え） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＣＭ広報（出控え編） 

ＣＭ広報（冬道の安全運転編） 
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２．路面状況と降雪予測による予防的通行止め 

短期間の集中的な大雪による立ち往生車両の発生等に伴う車両滞留の発生が予見される場合は、路

面状況と降雪予測による「予防的通行止め」を実施します。これにより、車両滞留の発生を回避するととも

に、集中的な除雪作業を実施による早期の交通確保に努めます。 

また、「大雪に関する緊急発表」が出されるような場合には、ＩＣランプ部での車両スタックリスクの低減と

本線除雪能力の向上のため、関係機関等と調整のうえ、新潟県域の一部ＩＣを事前計画的に閉鎖します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．車両滞留の早期発見・早期解消の取り組み 

 車線閉塞を伴う事故等の発生を早期に把握するために、厳しい登り坂の区間や過去に立ち往生が発生し

た区間など、立ち往生リスク箇所に増設している監視カメラに加えて、ウェアラブルカメラを全管理事務所に

配備し、現地巡回班の映像をリアルタイムで共有・確認し、迅速な判断につなげます。 

立ち往生車両の救出に備えて、トラクターショベル・大型レッカー等の救出用車両を事前配備し、原因車

両を速やかに退避させるとともに、新たな車両の進入を抑制するために、通行止めを早期に行います。 

また、滞留車両を早期に解消するために、通行止めをした上で、中央分離帯開口部の活用や逆走など

現地状況に応じた対応を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェアラブルカメラによる現地状況の把握 トラクターショベルによるスタック車両の退避 
（事例：Ｒ３.１２.２７関越道（下）小出ＩＣ～六日町ＩＣ） 

除雪車によるスタック車両の退避 
（事例：Ｒ４.１.１４秋田道（下）北上西ＩＣ～湯田ＩＣ） 

逆走による滞留車解消 
(事例Ｒ４.１.１８磐越道 磐梯河東ＩＣ～猪苗代磐梯高原ＩＣ) 

東
京
方
面 

新
潟
方
面 

注 1:入口だけではなく、出口も閉鎖されるため、例えば長岡 IC より東京方面の出口は小出 IC となります 

注 2:計画的 IC 閉鎖箇所は、その時の降雪予報や出入り交通量、一般道とのアクセス性などで選定し、事前公表します 

計画的 IC 閉鎖の実施イメージ（関越道の場合） 
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４．滞留車両の乗員保護の取り組み 

 各管理事務所において、飲料、軽食、エマージェンシーシート、携帯トイレ、情報収集できる案内チラシ等

を準備し、滞留が長時間になる恐れがある場合に配布します。また、乗員保護のタイムラインに基づき、バ

ギー隊要請、トイレカー派遣、バス休憩所手配、避難所やホテルなどへの一時避難の支援などを関係機関

と連携して行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

滞留者への配布セット例 

乗員保護訓練状況 

（事例：Ｒ３.１1.１６ 関越道 乗員保護訓練） 

支援物資配布（バギー隊） 乗員誘導（仮設デッキ設置・一時避難所バス） 

トイレカーと中央分離帯乗り越え梯子の設置 

（事例：Ｒ４.１.１８磐越道交通事故による滞留発生時） 
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５．雪氷対策作業体制の強化 

大雪時のオペレーションを更に確実なものにするために、降雪予測を基に、より早い段階で対応準備を

行います。国、自治体、高速道路会社、警察、気象台、利用者団体等から構築される「情報連絡本部」な

どの関係機関との連携を密にするとともに、応援体制を構築し、広域で除雪作業機械・作業員等の応援派

遣を調整することで、大雪時の対応を強化します。応援派遣は、グループ会社のみならず災害協定を締結

している事業者や工事受注者に協力要請しながら体制を拡充します。 

雪氷作業車両は、除雪車、湿塩散布車、ロータリ除雪車、トラクターショベルを計２５台増車しました。昨

シーズンの７３台と合わせて約１００台増車し、雪氷作業体制を強化しています。 

また、南岸低気圧による首都圏の大雪が予測された際には、遠方からの移動を考慮し、当社管内広域

からの応援を早期に調整します。昨シーズンの南岸低気圧においては、関東支社管内で人員約２４００名、

車両機械約６３０台規模の体制を構築して対応にあたりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

除雪作業 凍結防止作業 

路肩排雪作業 冬用タイヤ装着指導 


